
2018 年 11 月号 簿記論 つぶ問 

 

２問目 

【問題】 

 以下の〔文章〕を読んで，各設問に答えなさい。なお，解答字数に制限はない。 

〔文章〕 

  割引計算という計算技法においては，「将来キャッシュ・フロー÷(1＋年利)ｎ」によっ

て n 年後に生じるキャッシュ・フローの現在価値が計算される。例えば，年利 6％とし

た場合，現在時点から 3 年後に生じるキャッシュ・フローの現在価値は，(1＋0.06)３で

除算することで求められる。 

 

（問 1）「年利〇％」という計算条件が与えられた場合で，現在時点から「半年後」に生じ

るキャッシュ・フローの現在価値はどのように計算すればよいか，説明しなさい。 

（問 2）X1 年 4 月 1 日（期首）に，リース期間を 3 年とするファイナンス・リース契約を

締結した。リース料は X1 年 4 月 1 日を初回とし，毎年 4 月 1 日に 133,100 円を支払

うこととなっている。割引率を年 10％とした場合，X1 年 4 月 1 日（契約日）におけ

るリース料総額の現在価値を計算しなさい。 

（問 3）リース料総額の現在価値など，割引現在価値を計算する問題では計算ミスが起こ

りやすい。どうすれば計算ミスを減らすことができるか，考察しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】 

（問１）現在時点から「半年後」に生じるキャッシュ・フローは，年利率を半分にした半

年利を用いて 1回割引くことで、現在価値を計算する。 

（問２）364,100 円 

（問３）割引計算では，複数年のキャッシュ・フローの現在価値をそれぞれ計算すると，

電卓への入力ミスや計算結果の転記ミスが起こりやすくなる。そこで電卓のメモリー機能

（M＋や M－ボタン）を使って割引計算の結果を電卓内に保存しておけば，それらのミス

を防ぐことができる（また，現在価値総額も計算しやすい）。 

 

 

 

 

【解説】 

 割引計算を行う際の，計算上の注意点をまとめた問題です。特に，リース取引の問題で

は割引計算に用いる諸条件が多様化しやすいですので，様々なタイプの割引計算に対応で

きるようにしておきましょう。 

 

（問 1）キャッシュ・フローが半年ごとに生じる場合，「年〇％」を半分にした半年利を用

いて割引計算をします。問題によっては，半年利をそのまま与えている場合もありますが，

年利が与えられた場合には，半年利に置き換える必要があります。たとえば，年 4％で

100,000 円の預金を半年だけ行った場合を考えてみます。預入期間が半年ということは，

利息も半年分の 2,000 円しか生じないはずですから，半年後の預金残高は 102,000 円とな

ります。この場合，102,000 円を現在価値に置き換えるには(1＋0.04)ではなく，(1＋0.04

÷2)＝(1.02)で除算しなければなりません。また，割引計算についても半年ごとのキャッシ

ュ・フローを割引くことになりますので，1 年後に生じるキャッシュ・フローは，(1＋半

年利) ２によって除算することになります。 

ちなみに，「毎月」キャッシュ・フローが生じるような場合には，年利を 12 分割した月

利を計算する必要があります。計算の考え方は半年利の場合と同じですので，様々なケー

スを想定しておきましょう（3 か月に 1 回＝四半期など）。 

 

（問 2）本問ではリース料が前払されています。前払されているケースの注意点はおおむ

ね次のとおりです。試験問題で出題された際に引っかかりやすいポイントであり，出だし

でつまずくことでその後の設問にも影響しますので，注意しましょう！ 

①契約と同時にキャッシュ・フローが生じるため，初回支払分のリース料は割り引かない。 

②①に関連して，初回リース料の中には利息部分が存在せず，全額が元本減少部分になる。 

③利息部分については，決算整理において見越しが必要になる。 



③について，たとえば下記の返済スケジュールにおけるX2年度の利息部分 23,100円は，

X1 年度を通じて生じた利息ですから，X1年度の支払利息として計上する必要があります。

しかし，リース料の支払いは X2 年度の期首に行われるため，決算において未払費用を用

いた見越し計上が必要になるわけです。 

 

・リース債務の返済スケジュール 

年度 

(a)リース債務 

期首残高 

(b)リース料 

支払額 

(c)利息部分 

 

(d)元本減少部分 

 

(e)リース債務

期末残高 

前年度の(e) 問題文より (a)×10％ (b)－(c) (a)－(d) 

X1 年度 364,100 133,100 0 133,100 231,000 

X2 年度 231,000 133,100 23,100 110,000 121,000 

X3 年度 121,000 133,100 12,100 121,000 0 

  

ちなみに前払のケースは，企業会計基準適用指針第 16 号「リース取引に関する会計基

準の適用指針」の設例で示されていることから，リースの計算問題での出題実績がありま

すが，もちろんリースだけの論点とは限りませんので，他の分野で出題されても対応でき

るようにしておきましょう。 

 

（問 3）計算力を向上させるには反復的に問題を解く必要がありますが，同じ問題を解く

にしても，常に「次はどのように解けば，より正確かつスピーディに解けるか」を考えな

ければなりません。割引計算は，計算ミスがつきまとう論点ですので，いかにして計算ミ

スを少なくする（究極的には無くす）かが重要です。その第一歩となるのは，「自分はどの

ようなタイプの間違えをしているのか」を知ることです。これは単なる答えあわせでは明

らかにできない問題ですので，普段の学習においてもそのような意識を持って問題演習に

取り組んで欲しい，という趣旨で出題しました。解答はあくまでも例であって，皆さんに

とっての正解はそれぞれに異なるでしょう。 

 


